
＜はじめに＞

愛知淑徳大学、英文学科総合英語学科では、2018年度現在17の留学プログラムを運営してお

り、５つの提携校をアメリカに、３つの提携校をオーストラリアに、２つの提携校をイギリス

とカナダに、合計12の大学と提携を結んでいる。今年度は27名の学生を各大学へ送った。留学

プログラムの期間は、半期若しくは１年の２種類の期間があり、半年留学すると16単位、１年

留学すると32単位認定される仕組みとなっている。2016年まではイギリスの提携校へ年間２

回、オーストラリアの提携校へ年に１回、合計３回、期間は３ヶ月の留学プログラムを行なっ

ていた。イギリスへの渡航は15名以内でTOEICを500点以上、GPA2.5以上、オーストラリア

への渡航にはTOEIC400点以上、GPA2.5以上と限定していた。2016年にはイギリス、オース

トラリアの他、アメリカの留学先を増やし、留学期間も４ヶ月以上に伸ばした。TOEICの点

数は、アメリカの留学先も含めそれぞれの大学毎に、400点以上、450点以上、500点以上の限

定、GPA2.3以上の限定を課した。2016年に年間合計９プログラムとなったプログラム数は、

2017年には17プログラムに増加し、2019年には20プログラムになる予定である。

20プログラムのうち、オーストラリアは４つのプログラム４つの提携校、アメリカは７つの

プログラム５つの提携校、カナダは４つのプログラム２つの提携校、イギリスは５つのプログ

ラム２つの提携校である。10～20人前後の学生を１つのグループとして送っていた時代には、

大人数で留学していたということもあり、一緒に行く日本人同士で固まって団体行動をしてい

た為、思うように英語力が上がっていない学生がいたり、それを不満に思っている学生がいた

りすることが問題点であった。したがって、提携校とプログラム数を増やすこと、団体であっ

た留学からより個人に近い留学の形にすることで、留学効果を少しでも上げるということが当

初の目的であった。このときの留学効果はTOEICの点数がどの程度上昇したのかで測られて

いた。当時はTOEICの点数は直接就職に関係すると考えられていたため、帰国後の学生の点

数を上げるためにも留学プログラム自体を考え直す必要があったのだろう。更に、留学プログ

ラム数を増やすことが大学進学を考えている高校生へのアピールになるであろうという近年の

見方から、より多くの提携校と多くのプログラムを行なう結果になっていった。

しかしながら、プログラム数が増えて行くに従い、１つの渡航先に対する留学人数が少なく
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なることや近年のテロ等による世界各国での事件の増加等、学生の安全の確保が懸念される。

また多くのプログラムを運営する上で、事務手続き上の煩雑さが増す等のマイナス面も否めな

い。提携校やプログラム数を減らす方向で検討すること、例えば、各国につき１つの提携校、

８つのプログラム（１つの提携校につき半期と１年の２つのプログラム）に削減することを検

討しても良いのではないだろうか。本稿では、①留学した学生の満足度について、②留学効果

とTOEICの関係について、③企業側から見た留学した学生の就職利点について、④留学プロ

グラム数と高校生へのアピール度との関係、以上４つの観点から現在の留学プログラムを検証

し、今後のプログラムあり方について提言を行ないたい。

＜現在の日本の留学の流れについて＞

平成25年に閣議決定された第２期教育振興基本計画は、グローバル人材の育成を目標の一つ

に掲げ、英語力の向上、英語教員の英語力の向上、日本人留学生及び外国人留学生の増加、大

学における外国人教員の増員、大学に置ける外国語による授業実施の増加、大学の入学時期の

弾力化を設定した。留学者数においては、日本人留学者を平成24年時の６万人から平成32年を

目途に12万人に増員をする成果指標を設定した（2017，総務省行政評価局）。OECD（経済協力

開発機構）の統計によると、平成26年の達成状況は5.3万人で、平成24年の６万人の実績から

減少している。一方で、独立行政法人日本学生支援機構の統計によると、OECDの統計に含

まれない交換留学等、大学等に在籍した状態で留学した人数は平成24年度の65,373人から

84,456人に増加している（2017，総務省行政評価局）ことから、大学等を通じて留学に行く学

生が増加している可能性がうかがわれる。2016年に一般社団法人海外留学協議会が行った調査

結果では、2016年の留学先はアメリカ、オーストラリア、カナダ、イギリス、フィリピン、ニュー

ジーランド、その他の順となっている。３ヶ月以上の語学留学での留学先としてはアメリカ、

カナダ、オーストラリア、イギリス、フィリピン、ニュージーランドという順になっている

（2017，一般社団法人海外留学協議会）。留学先としては英語を母国語として話す先進国に人気

があると言える。一般社団法人海外留学協議会のレポートによると、やはり欧米圏のシェアが

全体の80％以上と大きいが、フィリピンやシンガポール、中国、韓国、台湾等のアジア地域へ

の留学が17％以上と、アジアへの留学の人気も浮上しているとある。また、今後の留学のトレ

ンド予想としては、2020年の英語改革を見据えた若年化が進み、大学入試改革を受け、TOEFL

やIELTS等の外部試験を利用した海外の大学出願の高校生が増加する可能性が高い他、日本

企業で働く社会人が転職を機に留学する人材が増えていく見込みがある（2017，一般社団法人

海外留学協議会）と述べられている。今までの留学は高校や大学時代が主流であったが、今後

は小学生から社会人まで幅広い層で利用される学習手段になる可能性があると明記され、2020

年の英語教育改革に向け、留学産業も変わりつつあるようである。

愛知淑徳大学論集－文学部篇－ 第44号

― 24 ―



⎛ ⎞
⎝ ⎠

⎛ ⎞
⎝ ⎠ ⎛ ⎞

⎝ ⎠
⎛ ⎞
⎝ ⎠

＜愛知淑徳大学英文学科総合英語学科の留学制度について＞

本学科の留学プログラムでは、アメリカ、イギリス、オーストラリア、カナダへ４ヶ月から

10ヶ月の留学を行なっている。2015年度までは、大学の単位（16単位）認定の下、３ヶ月の留

学をイギリスとオーストラリアに合計３回（提携校は２校）、一回につき、10～20人の学生を

１つのグループとして送っていたが、2016年からは期間を４ヶ月以上に伸ばし、４ヶ月以上の

留学を半期留学、８ヶ月以上の留学を１年留学と定め、現在は１～５名程の小グループを各留

学先へ送っている。プログラム数については、2015年度に３つだった留学先から数を増やし、

2016年度には９つ、2017年度、2018年度には17となった。

表１の１プログラム当たりの留学平均参加人数では、2015年度には13.66人だったものが、

2016年度には3.56人に減少し、2017年度は1.53人、2018年度は1.59人となっている。また、プ

ログラム当たりの参加最大人数は、2015年度は１つのプログラムに21人だったものが、2018年

度には５人となっている。最小人数では、2015年度には８人だったものが、2016年度からは最

小人数１人が続いている。本学科のプログラムでは、２つのアメリカ留学プログラムを他学科

開放科目としている為、2016年以降、本学科学生だけでなく、他学科の学生も英文学科のプロ

グラムを使って留学している。下記表１では、2016年度は２名、2017年度は３名、2018年度は

２名が他学科よりアメリカ留学プログラムに参加した。

表１．１プログラム当たりの留学平均参加人数
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表２．国別参加人数

表３. 期間別参加人数

表４. 国別・期間別の留学人数

表２の2016年度からの留学実績を見ると、オーストラリアへの参加人数が、２番目に多い留

学先であるアメリカの２倍以上近くあることが分かる。オーストラリアとアメリカへの留学は

多いように見えるが、実際は年々人数が減少していること、イギリスとカナダへの留学は毎年

少しずつ増加している傾向が見られることにより、留学先の分散化が見られる。期間別に見て

も、2016年度には半年の留学が26、１年の留学が６であったのが、2018年度には半年の留学が

17、１年の留学が10になるなど、年々半年の留学が減り１年の留学が増えている傾向が見られ

る。また、2016年度と2017年度には１年の留学はオーストラリアとアメリカに偏っていたが、

2018年には参加人数の偏りがほとんど見られなくなった。全体の参加人数は、2015年度の41人

と比較すると、2016年度からは毎年30人前後となり、留学先が少なかった頃に比べ比較的減少

傾向にある。留学人数が増えないことについては、近年、経済的理由やGPA･TOEICの足切

りの点数が足りないという学業能力的理由から留学の申込ができないという相談を、直接学生
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から受ける回数が増えている。更に留学のみならず、学費さえも自分でアルバイトをして賄わ

なければならないという学生も少なくない。しかし一方で、留学プログラム自体は2016年から

留学に申し込む為のGPAを2.5から2.3に下げ、2015年の時点ではTOEICの点数もイギリス留

学の為には500点、オーストラリア留学に400点必要だったところから、2016年からはアメリカ

留学の為にTOEIC450点という設定をすることで、500点に届かない学生がオーストラリア以

外の選択をすることができるよう配慮している。留学申込の際のTOEICの点数設定について

は、留学先によってTOEIC400点、450点、500点の目標点数があることで、学生の学科での意

欲向上に繋がると考えられる。齊藤（2012）は、高く具体的な目標設定が、低く曖昧な目標設

定よりも意欲を喚起すると述べている。吉川（2016）は、期待理論の例として留学を挙げ、英

語の勉強をして試験の点数が上がることが期待され、点数が上がると留学へ行ける可能性が高

くなり、留学は将来の夢に繋がる価値のあるものだとなれば、期待・道具性・誘意性という３

つの要素がいずれも高い状態になり、英語の勉強への意欲は高くなると説明している。以前イ

ギリス500点、オーストラリア400点という設定であった時代、イギリス留学は、15名限定とい

う人数制限を設けていたので留学前の面接で受からない学生もいた。その為、イギリス留学を

する事ができた学生は、GPA2.5とTOEIC500点をクリアし、更に面接も受かったという緊張

感をもちながら留学に臨んでいたという実績もある。留学の為のTOEICやGPAの目標設定は

もちろんのこと、今後は留学前の面接のあり方を改めて模索することで、学生の意欲の向上に

繋がる可能性も考えられる。以上のことから、留学先が増える中、留学者の人数が減っている

という現状を考慮し、学科の留学への方針を再考察した上で、留学プログラムを構成し直す必

要もあるだろう。

＜留学した学生の満足度について＞

表５は留学した学生の満足度についてで、学生に「留学当初の目的を達成することができた

か」という問いに対し、１～５のスケール（５：目的を達成できた、４：大体目的を達成でき

た、３：どちらとも言えない、２：あまり目的を達成できなかった、１：目的を達成できなかっ

た）で回答してもらった結果を、渡航先と渡航期間別にまとめた。サンプル数は、半期ではイ

ギリスが12、アメリカが14、オーストラリアが30、カナダが３、１年ではアメリカが４、オー

ストラリアが12、イギリスとカナダが０と少なく、半期と１年の満足度を比較した時、半期の

平均は4.11、１年の平均は4.17とあまり差がでなかった。国別で満足度の平均を比較すると、

オーストラリア4.20、イギリス4.17、アメリカ4.11、カナダ4.0の順となった。国別、期間別で

の平均を比較した時、アメリカ１年4.75、オーストラリア半期4.20、オーストラリア１年4.17、

イギリス半期4.17、カナダ半期4.0、アメリカ半期3.92の順となった。

自由記述から見た満足度については、「留学を通して良くなかったことや、プログラムで改

善してほしいことをお書きください」という質問に対し、2016年のイギリス半期留学生の回答

からは、「（略）クラスに日本人が多かったこと」という感想があった。提携先の大学のクラス
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全員が日本人だったことが原因だったと考えられる。同大学に2017年に留学した学生からは、

「留学先の先生の質。ホームステイ先に日本人の子がきたこと（緊急事態ではなく）」という回

答があった。2016年のオーストラリア半期留学では、同じ大学に留学した２名が「クラスのほ

とんどが日本人だったので、それがなければ、もっと友達を作ったりできたのかなと思います」

「私たちのプログラムでは、まずES１－ES５のクラスに分けられたのですが、ほとんどのク

ラスが日本人で占められていたので、少しがっかりでした」と回答している。更に、同大学へ

１年留学した学生２名からは「私が留学した大学には、前から提携している大学の人達が多数

いて、日本人が少し多い時期も合ったように思います。そしてキャンベラのようなJapan club

の活動があまりなかったのも少し残念に思っています」、「最初のクラスでは日本人がほとんど

のクラスだったので、友達がいない初めの時期にとっては、外人と話す機会を作るのが少し大

変でした」という感想があった。しかしながら、このように回答した６名の学生のうち、満足

度については、１名が満足度３、３名が満足度４、２名が満足度５（満足度のスケールは、上

述したものと同じ）という回答をしている。このことから、日本人学生が現地のクラスにたく

さんにいることで、不満をもつこともあるが、それによって、留学の目的を果たすことができ

なくなるということには繋がらないことが分かる。

サンプル数が非常に少ない為、一般化はできないが、本学科の留学プログラムの学生の満足

度としては、半期よりも１年プログラムの方が満足度の高い結果となった。また、上記のコメ

ントのように、現地のクラスに日本人がたくさんいたという不満をもったイギリス半期、オー

ストラリア半期・１年のプログラムの満足度は、アメリカ１年の次に続いていることを見る

と、日本人が現地クラスに多くいるからと言って満足度や留学の目的の妨げにはあまり影響し

ないであろうという結果となった。

表５．留学した学生の満足度について
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＜留学とTOEICの上昇の関係について＞

留学自体は、TOEICの上昇に関係しているのかということに関して、大里・早田（2006）は、

留学自体は、効果的な英語力の増進法であると述べている。しかし同時に、留学へ行かないで

も英語力を増進できるが、明確な目的意識をもち、ビデオ視聴、リスニング教材聴取、筆写等

を通して毎日少しずつ自己学習を進めることができる場合のみ増進できると述べている（大

里・早田，2006）。そういった意味では、自己学習で自分自身を律することができない学生の

場合は、留学へ行く選択をした方が確実に英語力を高められると言えよう。野中・関（2016）

の資料には、３週間留学、３ヶ月留学、６ヶ月留学を比較した際に、３週間留学は、５人～14

人での留学、３ヶ月留学は、１～３人での留学、６ヶ月留学は１～６人での留学と、６ヶ月留

学の方が３ヶ月留学よりも多少大きい人数での留学となっているが、TOEICの伸びは、３週

間の語学研修で平均20.2点、３ヶ月留学で平均80.5点、６ヶ月留学で平均128.9点のそれぞれ有

意差のある上昇の結果を得たとある。サンプル数は少人数ではあるが、この研修では、３ヶ月

留学の方が、６ヶ月留学よりも比較的少人数で催行されていることから、留学する際の人数よ

りも期間がTOEICの上昇に関係している可能性がある。

表６．留学グループの人数について

野中と関（2016）によると、留学期間と英語運用能力の変化について、３週間と３ヶ月、６

ヶ月の留学期間とTOEICスコアの上昇を検証したところ、３週間の留学、６ヶ月の留学共に

リスニングパートでの有意差のある得点上昇がみられたとあるが、リーディングパートでは、

６ヶ月留学のみで有意差のある上昇が見られたとあった。ただし、スコアが320点以下といっ

た元々英語運用能力レベルが低い学生は、リスニング・リーディングの両方で統計的に有意差

ありとされる得点の上昇が確認できたとある（野中・関，2016）。土平（1998）は、ニュージー

ランドへ５ヶ月の留学を行なった結果、TOEICの伸びから、リスニングパートは留学とTOEIC

の伸びが高い相関関係をもっているが、リーディングセクションと留学の相関はないと述べて

いる。どちらも少なくともリスニングパートでは、留学を通して伸ばすことができると述べて

おり、TOEICの点もそれに応じて伸ばすことができると言えよう。レパヴーと土平（1997）は、
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ニュージーランドへ８名のグループと13名のグループを５ヶ月間送り、TOEICの点数の上昇

を調べたところ、８名のグループでは、３名100点以上の伸びを示した学生がおり、13名のグ

ループには５名100点以上点数を伸ばした者がいた。こちらでも多い人数のグループでも点数

を大きく伸ばした学生がいることから、留学のグループ人数とTOEIC点数の上昇には、関係

がなく、個人の現地での生活の仕方次第ということが言えるかもしれない。土平（1998）も、

現地での言語学習者への動機づけが言語学習効果に大きく関わってくると述べている。服部

（2013）は、日本人は群れるのが好きな国民であり、群れることで他人と価値基準を共有し、

自分自身が孤独であることを忘れられると述べている。鈴木（2010）も、日本人は群れること

が習性であると述べ、Norbury（2003）、Stronach（1992）、Sheldon（1985）、Reischauer（1980）

の叙述を挙げることで、いかに日本人が群れる習性の国民性をもっているかについて述べてい

る。本学本学科の学生で、１人で４ヶ月の留学をした者がいたが、結局現地の日本人と仲良く

なり、四六時中その日本人の友達と行動を共にしていたという話がある。そういった学生は彼

女だけではない。したがって、少ない人数で留学する機会を与えてもその少ない人数で群れた

り、たとえ１人で行なっても現地の日本人と日本語で四六時中会話していたりしたとしたら、

留学のグループ人数を少なくするということにはこだわらないでよいかもしれない。

自律して日本で英語学習ができない者は、留学をすることで一定の英語力、特にリスニング

能力を短期間でも上昇することができる。ただし、元々英語力が高い者は短期間での上昇は難

しく、その場合、長い期間留学する程、英語力（TOEIC）が伸びると言えよう。留学の際の

人数よりも期間の方が留学の効果に影響していると考えられるとともに、個人の英語力を伸ば

す為には、個人での努力が留学先でも必要となることを事前指導すれば、グループで留学して

も期間を伸ばすことによって留学効果が得られると言えよう。

＜企業が求める留学について＞

留学期間について、総務省が調べた平成27年度の実績によると、日本の大学等に在籍しなが

ら留学した84,456人のうち、60.7％の学生が１ヶ月未満の短期留学であり、20.9％の学生が１

ヶ月以上６ヶ月未満であることから、全体の81,6％の学生が６ヶ月未満の留学をしている

（2017，総務省行政評価局）。一方で、企業側が求める人材の留学期間は、平成29年の総務省の

グローバル人材育成の推進に関する制作評価によると、47％の企業が１年以上、35％の企業が

６ヶ月以上１年未満を留学期間の理想と回答し、１ヶ月未満及び１ヶ月から３ヶ月の留学を理

想としている企業は、ほぼ0％であることから、企業が求める人材の留学期間と学生が行なっ

ている実際の留学期間に大きな隔たりが生じていることが分かる。塚本（2014）によると、上

場企業3,712社の84.5％が仕事で英語を使い、91.7％が社員の英語での会話能力の向上を望んで

いると述べている。また、77.4％の企業が社員の採用に際し、TOEICの点数を考慮している

と述べている（塚本，2014）。佐藤（2016）の調査によると、調査した過半数の企業が新卒時

に英語能力を考慮していると回答し、評価できるTOEICの点数を730～855点、少なくとも470
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～725点が内定を得るには必要な点数としている。ただし、点数はあくまでも膨大な応募者か

ら選別する為の手がかりであり、企業は新卒の学生に対し、英語能力とは別にコミュニケーショ

ン能力、つまりプレゼンテーション能力、協働の能力、聞く・話す・書く・読む能力が必要で

あると考えている（佐藤，2016）。川島（2014）は、企業が大学に求めることとして、留学や

ホームステイ等を通してコミュニケーションの機会を与えることが必要だが、単に留学するだ

けでなく、社会貢献活動や環境ボランティア活動などのプログラムを通して実践の場を提供す

る等、単なる語学留学以上のものを学生のうちに経験することが必要であると述べている。平

成29年の総務省のグローバル人材育成の推進に関する政策評価によると、企業が求めるグロー

バル人材像として、語学力の習得のみならず、現地の国民性や習慣・文化・価値観などを理解

している異文化理解力があり、国際的な視野が広く多様な価値観を受容することができる人物

を挙げている。実際に留学した学生の経験に係る調査（2011，独立行政法人日本学生支援機構）

からは、留学で得たものについて「視野が広がった」54.0％、「語学力」33.1％、「異文化・国

際感覚」31.8％、「友人」29.3％、「価値観・考え方」24％、「コミュニケーション能力」16％

が上位６位となっていた（表７）。期間別では、３ヶ月未満とそれ以上との違いについて、語

学力の上昇や現地での友人を作った等の具体的なものについてのみ、際立って長期留学と短期

留学の違いが見られたが、自己の感想や感覚である「視野が広がった」「異文化・国際感覚」に

ついては、留学期間の違いからはあまり差が見られなかった。唯一、価値観・考え方の変化が

４年以上のみ大きかった。グローバル人材像の異文化理解力、国際的な視野が広さ、多様な価

値観の受容については、自己の感想や感覚的なものである為、測ることが難しい。本学科の学

生が留学した個人の感想を綴ったが（添付資料１）、やはり留学期間に関係なく、視野が広がっ

た、異文化感覚が得られた、国際感覚が身に付いた、価値観や考え方が変わった等、何か得ら

れたと感想を述べていた。

以上のことから、企業は全体の８割以上が６ヶ月以上留学した人材を希望しており、TOEIC

では少なくとも470点以上、できれば730点以上ある学生を求めていることが分かった。また、

企業は語学力だけでなく、異文化理解力やプレゼンテーション能力、聞く・話す・書く・読む

能力も就職活動を行う学生に求めている。このことから、留学期間については本学科の留学期

間の設定と企業側の要求が合致したことが分かる。しかしながら、異文化理解能力や国際感覚

については個人的な留学での修得になり、物差しで測ることはできないこと、また、企業が求

めるプレゼンテーション能力、聞く・話す・書く・読む能力については、本学科の授業で磨く

ことも可能であることから、学科全体の科目と一緒に留学プログラム構成を考えることで、よ

り企業の求める人材に合致した学生の教育をすることができるではないだろうか。
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表７．留学で得たもの

＜留学プログラム数と高校生へのアピール度との関係について＞

2016年に高校卒業の男女５万人を対象として、リクルートが行なった調査結果では、大学進

学先を決めるにあたって重視したことは、学びたい学部・学科・コースがあること（66％）、

校風や雰囲気がよいこと（39％）、就職に有利であること（38％）、自分の興味や可能性が広げ

られること（37％）、自宅から通えること（35％）であり、その中の就職に有利であるという

意味については、企業への就職率がよいこと（47％）、就職活動のサポート体制がしっかりし

ていること（33％）、希望する職種につきやすいこと、資格試験の合格率が高いこと（31％）、

希望する業界への就職が強いこと、大手・有名企業への就職実績がよいこと（30％）であった。

大学進学者のうち、大学を決める際に国際的な取り組みをしているかどうかを重視した割合は

全体の27％であった。また、進学先の大学が国際的な取り組みをしていると感じることがらに

ついては、留学制度が充実している（63％）、外国語を使う授業が多い（54％）、海外からの留

学生が多い（42％）、海外の価値観・文化を理解する機会がある（41％）、海外の提携校が多い

（37％）、語学力取得の為の施設・設備がある（32％）、留学補助金制度がある（25％）、学校や

学部の名前に「グローバル」などの言葉が入っている（21％）、外国人の先生が多い（17％）、

卒業生が海外で活躍している（14％）、留学生と生活できる国際寮がある（15％）、研究内容が

国際的に評価されている（11％）等が挙げられていた（リクルート，2016）。留学の意向につ

いては、大学進学者の中の34％が希望しており、男女別では、男子よりも女子の方が4.5％程

高く留学の希望を示している。留学したい理由としては、英会話ができるようになりたい（75

％）、自分の視野や考え方を広げたい（69％）、外国の価値観・文化などを理解したい（60％）

となる一方、留学したくない理由として、費用が高い、語学が苦手、治安への不安挙げられ、
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2011年の統計に比べ特に女子で増加したのは、海外の治安に不安があるから（40％）、海外で

仕事をしたいと思わないから（33％）であり、海外でテロが続く中、特に女子の治安への不安

が増加していると述べられていた（リクルート，2016）。日本人学生の留学への阻害要因につ

いて、平成26年に文部科学省が行った調査によると、帰国後留年する可能性が大きいこと（67.8

％）、経済的理由（48.3％）、帰国後の単位認定が困難なこと（36.8％）、助言教員の不足（26.4

％）、大学のバックアップ体制がよくないこと（24.1％）等を挙げている。

大学進学者全体のうち約16％が留学について関心を示し、進路を決定していることから、本

学科に留学制度があるということ自体が、高校生の進路へのアピールにプラスの影響を与えて

いると言える。また、本学科が行なっている留学への補助金制度も高校生に対して魅力的であ

り、外国人の先生の授業数が多いことも高校生に対して十分アピールできるだけの環境が整っ

ていると言える。ただし、本学科で留学する学生のうち95％以上が女子学生である。上述した

ように、女子は安全面への不安が増加している為、しっかりとしたバックアップ体制を整えて

おく必要がある。しかしながら、プログラムが増えることで、事務手続きが煩雑になったり、

連絡が行き届かなかったりする危険性もある。小林（2011）によると、国際交流関係の業務は、

一般的に膨大になり易い為、現職の職員での対応だけでは難しい場合には大使館や領事館の

サービスを使用したり、信頼のおける業者に委託したりするという手段も選ぶべきであると述

べている。本学科では2019年度春留学より、学生の申込手続きを業者に委託することを開始し

ている。これにより学科で行なっていた事務手続きが減り、学生への連絡を小まめに取れるよ

うになったことは改善点と言えよう。外部業者による危機管理セミナーの出席や危機管理メー

ルの留学中の学生への配信等を行ない、現在も学生の現地での安全対策に力を入れているが、

今後はプログラム数を減らすことで、学生により丁寧な対応と安全面の強化を図っていけると

よいだろう。

＜おわりに＞

本稿では、①留学した学生の満足度について、②留学効果とTOEICの関係について、③企

業側から見た留学した学生の就職利点について、④留学プログラム数と高校生へのアピール度

との関係の４つの観点を検証したが、①の留学した学生の満足度については、半期より１年プ

ログラムの方が満足度の高い結果となり、日本人が現地クラスに多くいるからと言って、満足

度や留学の目的の妨げにはあまり影響しないであろうという結果となった。次に、②の留学効

果とTOEICの関係については、留学する際の人数よりも留学する期間がTOEICの上昇に関係

している可能性があり、現地での言語学習者への動機づけを行うことが重要である為、事前指

導の重要性を確認した。③の企業側から見た留学した学生の就職利点については、企業はでき

れば１年以上の留学を経験し、730点以上のTOEICを持っている者、プレゼンテーション能力

や聞く・話す・書く・読む能力が備わっている学生を求めている。本学の留学プログラム参加

者も、近年半年の留学への参加者が減り、１年留学への参加が増えている傾向があること、プ
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レゼンテーション能力や聞く・話す・書く・読む能力は、本学科の授業等と連携することで更

に伸ばすことが期待できる。④の留学プログラム数と高校生へのアピール度については、本学

科の留学制度、特に留学への補助金制度が高校生に対して魅力を与えていると言える。学科の

授業や学業環境も高校生に対して十分アピールできるだけの環境が整っており、学科の授業と

留学とを併せて再構成するとより良いプログラムになる可能性を秘めている。本学科で留学す

る学生のうち95％以上が女子学生であるが、女子は留学に関して特に安全面に不安を抱いてい

ることから、より安全に留意したプログラム構成を考える必要がある。

以上のことから、留学のスタイルとして、１年プログラムが、留学者のTOEICをより伸ば

すことができ、企業の留学期待年数と合致できる。留学前の事前指導に力を入れることで、よ

り留学効果を上げ、それによって留学満足度も上がるであろうと期待される。留学補助金制度

は今後も続けることが高校生へのアピール力となり、更に留学先の厳選等、安全面を強化する

ことで、より安心感を与えられる。留学の為のTOEICやGPAの目標設定も含めて、留学自体

の学科での方針を確認しつつ、授業と連携して構成することで、より良いプログラムを構成で

きるのではないかと考える。最後に、留学前の面接が、留学中の意欲に関わるかどうかについ

ては、今後の研究で検証していきたいと考えている。
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